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会社名　アモーレパシフィックジャパン株式会社

本　社 〒105－0001　東京都港区虎ノ門２－１－１ 商船三井ビル４F

電　話 03－5561－6800 ＦＡＸ 03－5561－6801

代表者 李　 錫 宇 ＵＲＬ
http://iope-cosmetics.jp/
http://www.etude.jp/
http://ro-haircare.jp/

資本金 １億円 創　立 2005年

役 員 氏 名 会社沿革及び概要

代 表 取 締 役　李 　 錫 宇
代 表 取 締 役　片 山 範 之
取 締 役　金 　 昇 煥
監 査 役　李 　 相 穆

韓国本社および営業所、海外拠点

発 売 主 要 商 品

・韓国本社
　ソウル特別市 中区清渓川100 
　シグネチャータワー
・営業所
　 韓国 龍仁、烏山、釜山、大田、大邱、

光州、鎮川、済州島
・海外拠点
　 中国（上海）、フランス（パリ）、アメリ

カ（ニューヨーク）、香港、台湾、シン
ガポール、マレーシア、ベトナム、タイ、
インドネシア、インド

○アイオペ
　 「エアクッション」シリーズ「バイオ エッセンス スキン コンディショニング」

○エチュード
　 「プレシャスミネラル エニークッション」「モイストフルCL」シリーズ「ティアー

アイライナー」

○呂
　 「呂 プレミアム マルチ スカルプケア」シリーズ

　1945年に設立された韓国化粧品市場シェア
第1位の化粧品メーカー。アジアでは売上高
第3位。韓国では30以上のブランドを持ち、
トイレタリー及び緑茶をはじめとする健康食
品の製造・販売も展開。
　1945年、創業者ソ・ソンファンがアジア
発の新しい美で、世界の人々に美と健康
のトータルケアで貢献するAsian Beauty 
Creatorをめざすという意味を込め、「太平洋

（PACIFIC）」の名を掲げた会社を興す。現
在では10系列社、12 ヶ国、16の海外法人を
持つグローバル企業へと成長。
　また、済州島に約100万坪の自社緑茶畑を
持ち、韓国で衰退していた緑茶事業を復興さ
せる。世界最高レベルの緑茶ブランドの開発、
緑茶ミュージアムの運営、グリーンティカ
フェの展開など、飲み物とカルチャーの両側
面から、緑茶の素晴らしさを発信している。
　2005年に日本現地法人アモーレパシフィッ
クジャパン株式会社を設立。植物抽出物にバ
イオサイエンス技術を融合した高機能化粧品
ブランド「アイオペ」、ユニークでスイート
なアイテムを揃え「Make-Up Play(メイクを
遊ぶこと)」をコンセプトにしたメイクアッ
プブランド「エチュード」、400種類以上の植
物成分を厳選し開発したスキンケア発想のヘ
アケアブランド「呂」を展開している。


